
 

 

 

 

 

 

 

 夢と現実が近づくとき 
 ３年生が始まるとき、「いよいよ受験生になるときだな…」と不安がある中でも「〇〇高校に行きたい」「将来就
きたい職業のために！」と「夢(目標)」に胸を高鳴らせていたのではないでしょうか。好きな言葉の中に 

「信じることが夢のはじまり」 
があります。これまでの通信の中でも使ったことがあったと思います。「夢(目標)」をもつことがはじまりなのでは
なく、自分がもった「夢(目標)」は叶えることができると信じることがはじまりだと思います。もちろん夢は変化
するときもあるでしょう。この夏休みに体験入学、家庭での会話や自分のやりたいことを考え直すなどいろいろな
きっかけで変化した人もいるかと思います。でも、その「夢(目標)」を信じ続けることが大切です。 
 そして、ここから受験が近づくにつれて現実との戦いが始まります。「なかなか点数に変化が出ない…」「夏休み
よりも少しやる気が…」などの「壁(現実)」にぶつかることになるでしょう。そんな瞬間に壁に立ち向かうために
読んでもらいたいものがあります。 
 
夢を叶えることができなかった人たちが その理由を自己分析すると必ずこういう答えが返ってきます。 

 「私には才能がなかった」 
 一方で、夢を叶えることができた人たちが、その理由を質問されると答えはどうなるかわかりますか？ 
 不思議なことにこれもみんな同じなんです。 

 「どうしてもやりたいことを、情熱をもって続けてきただけです」 
 夢を叶えることができなかった人たちの理由が「私には才能がなかった」ならば、 
 夢を叶えた人たちは口々に「私には才能があった」と言ってもよさそうなものですが、 
 成功した人で、それを口にした人は誰一人としていないのです。 
 ここに、「成功する人」と、「成功できない人」の考え方の相違があります。 
 失敗する人は、「才能」を頼りに夢を叶えようとするのです。 
 別の言い方をすれば、「自分が成功できることは何か？」を考えているわけです。 
 実はこの人たちは大きな勘違いをしています。「成功は才能によって得るものだ」という勘違いです。 
 一方で、成功した人は「情熱」を頼りに夢を叶えようとします。 
 別の言い方をすれば、「何をやればいいか」ではなく、「自分がどうしてもやりたいことは何か」を 
考えているのです。                               「手紙屋」喜多川泰 

 
 この中の「情熱」という言葉に惹かれました。「夢をもつ」この瞬間って体の中から「やる気」がみなぎってく
ると思います。中学校に入学して「頑張るぞ！」と思った瞬間、２年生の時、夏の大会が終わって自分たちの代が
始まった瞬間、学校見学に行ってこの高校へ行きたいと思った瞬間など「夢(目標)」をもった時というのはエネル
ギーが出るものです。しかし、その最初のエネルギーだけでは乗り越えることができない「壁(現実)」というもの
あると思います。多くの人がその苦しい場面で「もういいかな…」「もう無理かな…」なんて思ってしまいます。
その瞬間に必要になるのが「情熱」です。情熱とは、「ある物事に向かって気持ちが燃え立つこと」だそうです。
燃え上がるくらいの気持ちがあれば「壁(現実)」を乗り越えていけるはずです！ 

「情熱を燃やせば、夢は現実になる」 
はずです！期末テストが終わり、来週には結果が出ます。その結果が出たときに「情熱」を燃やせるような人であ
ってください。この先、「壁」にぶつかったときに情熱を燃やせる人であってください。 
「来週以降の予定」 
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日 曜 内容 下校 

７ 月 ⑤大人との対話プログラム事前学習 15:25 14 月 委員会(前期最終)15:25 14:30 

８ 火  16:05 15 火  16:05 

９ 水 ①～④大人との対話プログラム 16:05 16 水 ⑤～⑦上級学校説明会 16:05 

10 木  16:05 17 木 ⑦なし 15:25 

11 金 ①～④学年レク 16:05 18 金 ⑤授業参観 ⑥⑦学校保健委員会 16:05 

12 土   19 土   

13 日   20 日   
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